
山
名
会
も
活
動
再
開
か
ら
４
年
目

に
入
り
、
会
員
数
は
当
初
目
標
に
し

て
お
り
ま
し
た
50
名
を
超
え
る
事
は

出
来
ま
し
た
が
、
会
の
安
定
的
な
運

営
を
考
え
る
と
マ
ダ
マ
ダ
充
分
な
会

員
数
と
は
申
せ
ま
せ
ん
。
今
後
も
魅

力
有
る
活
動
を
企
画
・
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
更
な
る
会
員
増
を
目
指

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

会
員
増
に
向
け
て
の
取
り
組
み

今
回
、
宮
田
副
会
長
様
の
教
え
子

様
や
三
王
相
談
役
の
お
知
り
合
い

（
寺
田
氏
）
等
の
山
名
会
入
会
の
有

り
難
い
話
も
あ
り
、
更
な
る
山
名
会

の
会
員
増
に
向
け
て
は
一
族
の
枠
だ

け
に
捕
ら
わ
れ
ず
、
も
っ
と
幅
の
広

い
範
囲
の
方
々
に
お
声
掛
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
会
と
し
て
の
活
性
化
を

計
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
も
考
え
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
次
の
よ
う
な
提

案
が
出
て
参
り
ま
し
た
。

＊
山
名
会
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
関
係
各
所
に
配
賦
出
来
る

よ
う
に
準
備
す
る
。

＊
過
去
、
山
名
会
で
作
成
し
た
書
籍
・

資
料
な
ど
一
般
に
配
賦
出
来
る
よ

う
な
資
料
を
活
用
し
て
山
名
会
の

存
在
を
広
く
知
っ
て
貰
え
る
よ
う

に
努
め
る
。

＊
旧
会
員
諸
氏
に
も
再
度
、
再
興
し

た
山
名
会
へ
の
入
会
を
お
勧
め
す

る
よ
う
に
働
き
か
け
る
。

＊
山
名
姓
が
多
く
存
在
す
る
地
域
の

情
報
な
ど
を
収
集
し
て
現
地
を
訪

問
し
て
み
る
こ
と
も
考
え
る
。

＊
山
名
会
総
会
な
ど
の
行
事
に
も
現

山
名
会
会
員
以
外
の
方
も
参
加
出

来
る
行
事
内
容
を
考
え
、
山
名
会

の
裾
野
を
広
げ
る
よ
う
に
考
慮
す

る
。

等
、
ご
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
出
来
る
事
か
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
く
考
え
て
い
ま
す
。

第

21
回
総
会
の
反
省
点

本
年
度
の
行
事
に
つ
い
て
検
討
す

る
前
に
昨
年
行
い
ま
し
た
第
21
回
総

会
の
反
省
点
や
改
善
点
に
つ
い
て
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊
当
初
40
名
以
上
の
参
加
を
前
提
に

計
画
し
た
が
、
参
加
者
は
26
名
ど

ま
り
。
行
事
計
画
に
無
理
が
あ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か･･･

＊
「
歴
史
講
演
」
・
「
史
跡
探
訪
」
・

「
年
次
総
会
」
と
多
く
の
行
事
を

短
い
日
程
に
全
て
詰
め
込
む
に
は

無
理
が
あ
る
の
で
は
？

＊
１
泊
２
日
の
予
定
は
若
い
人
に
は

時
間
が
取
り
に
く
く
、
高
齢
の
方

に
は
宿
泊
が
気
に
掛
か
る
。

＊
大
き
な
行
事
を
年
一
回
単
発
で
行

う
よ
り
、
気
軽
に
参
加
出
来
る
行

事
を
複
数
回
行
う
方
が
参
加
者
の
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全

國

山

名

氏

一

族

会

〒
６
６
７
ー
１
３
１
１
兵
庫
県
美
方
郡
香

美
町
村
岡
区
村
岡
２
３
６
５
法
雲
寺
内

電

話
０
７
９
６
ー
９
８
ー
１
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
６
ー
９
８
ー
１
１
６
１

前列右から山名年浩会長、三王相談役、宮田副会長。

後列右から山名靖英理事長、山名嗣宣常任理事、吉

川事務局、新会員寺田氏。

山
名
氏
一
族
会
役
員
会
を
開
催

去
る
６
月
23
日
、
京
都
市
に
て
役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
正
副
会
長
・

理
事
長
・
常
任
理
事
に
三
王
相
談
役
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
本
年
度
の

活
動
計
画
策
定
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二時間ほどの会議でしたが、有意義なご提案を数多

くいただきました。役員各位にはご参集有り難う御

座いました。

第21回総会二日目、高齢の方も多く各地を移動して

の日程は可なりご負担になったのではないか。また、

泊まりがけの行事も一考すべきか･･･



裾
野
が
広
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
？

第
22
回
総
会
の
計
画
に
つ
い
て

基
本
方
針

前
回
総
会
の
反
省
点
を
参
考
に
、

＊
「
歴
史
講
演
」
・
「
史
跡
探
訪
」
・

「
年
次
総
会
」
と
三
行
事
を
全
て

盛
り
込
む
の
で
は
な
く
、
時
間
に

余
裕
を
持
た
せ
る
計
画
と
す
る
。

＊
「
史
跡
見
学
」
等
に
つ
い
て
は
数

カ
所
を
急
ぎ
足
で
回
る
の
で
は
な

く
、
少
な
い
箇
所
を
重
点
的
に
。

＊
日
帰
り
日
程
と
し
て
、
交
通
の
便
・

事
前
準
備
の
し
や
す
さ
か
ら
、
今

回
は
京
都
周
辺
で
計
画
。

＊
役
員
・
理
事
は
じ
め
行
事
の
広
報
、

参
加
者
の
勧
誘
に
積
極
的
に
協
力

を
お
願
い
す
る
。

等
の
基
本
方
針
の
下
、
役
員
会
で

は
第
22
回
総
会
の
概
要
を
次
記
の
如

く
計
画
致
し
ま
し
た
。

総
会
の
構
想

期
日
：
平
成
27
年
11
月
28
日
（
土
）

会
場
：
京
都
市
内
公
的
な
集
会
施
設

利
用

行
事
：
お
昼
頃
集
合
、
歴
史
講
演
・

意
見
交
換
会
の
後
、
清
興
（
芸
能

鑑
賞
等
）
又
は
周
辺
関
連
史
跡
拝

観
等

今
後
、
会
長
・
事
務
局
の
間
で
具

体
的
内
容
を
検
討
し
、
案
内
す
る
。

役
員
会
で
ご
提
案
い
た
だ
き
ま
し

た
「
山
名
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を

作
成
致
し
ま
し
た
。
Ａ
４
三
つ
折
り

の
サ
イ
ズ
で
先
ず
は
一
千
部
印
刷
致

し
ま
す
。
今
後
各
種
案
内
や
入
会
の

勧
誘
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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山
名
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

先
ず
は
試
験
的
に
一
千
部
作
っ
て
見
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
の
間
使
用
し
、
不
具
合
箇
所
な
ど
有

れ
ば
再
版
の
際
に
手
直
し
を
重
ね
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。(

写
真
は
表
面)

前
号(

10
号)

で
赤
穂
の
山
名
義
範

前
理
事
長
が
、
第
21
回
総
会
の
史
料

「
近
世
京
都
図
」
を
元
に
風
呂
敷
を

作
成
さ
れ
た
話
を
ご
報
告
致
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
触
発
さ
れ
た
と
い
う
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
山
名
会
史
料

有
効
活
用
の
見
地
か
ら
、
山
名
年
浩

会
長
が
作
成
さ
れ
た
「
清
和
源
氏
諸

流
略
系
図
」
元
に
清
和
源
氏
各
氏
を

記
し
た
略
系
図
手
拭
い
を
作
成
し
ま

し
た
。

初
回
は
百
枚
作
成
し
ま
し
た
。
今

後
、
新
会
員
勧
誘
等
、
山
名
会
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
為
に
使
用
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

た
だ
日
本
手
拭
い
へ
の
プ
リ
ン
ト

で
す
の
で
、
細
か
い
部
分
が
何
処
ま

で
再
現
出
来
て
い
る
か
は
、
正
直
な

と
こ
ろ
実
物
を
見
る
ま
で
は
何
と
も

申
せ
ま
せ
ん
。
仕
上
が
り
具
合
を
見

て
、
今
後
の
追
加
作
成
も
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
会
員
諸

氏
に
も
お
配
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

清
和
源
氏
系
図
手
拭
い

部分拡大
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当
会
報
の
冒
頭
に
て
ご
報
告
の
方
向
で
、
11
月

末
に
行
う
第
22
回
総
会
の
計
画
を
山
名
年
浩
会
長

様
の
ご
尽
力
に
よ
り
立
案
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
先
ず
は
簡
単
な
概
要
だ
け
を
本
号
で
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
は
京
都
の
中
心
地
、
四
条
烏
丸
の
池
坊
短
大

「
こ
こ
ろ
ホ
ー
ル
」
（
下
段
写
真
参
考
）
を
主
会
場
と

し
て
、
歴
史
研
究
家
二
氏
に
よ
る
『
京
の
歴
史
と
山
名

氏
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
た
「
歴
史
講
演
」
及
び

「
歴
史
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
中
心
と
し
た
内
容
で

計
画
致
し
ま
し
た
。

「
山
名
氏
と
京
都
」
と
い
え
ば
避
け
て
通
る
こ
と
が

出
来
な
い
の
が
、
京
の
町
を
灰
燼
に
帰
し
た
「
応
仁
の

乱
」･･

･

。
応
仁
の
乱
の
一
方
の
当
事
者
・
山
名
氏
の
末

裔
と
し
ま
し
て
も
、
「
乱
が
京
都
に
与
え
た
負
の
影
響

面
が
余
り
に
も
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
？
」
と
、

今
で
も
心
の
何
処
か
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
所
で
す
。

今
回
の
歴
史
講
演
で
は
京
都
在
住
の
二
氏
に
よ
る
冷

静
な
ご
検
証
に
よ
り
、
山
名
氏
が
京
都
に
与
え
た
影
響

を
第
三
者
の
視
点
で
検
証
し
て
頂
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
ホ
ー
ル
と
い
う
会
場
の
特
性
を
活
か

し
て
、
山
名
氏
と
因
縁
深
い
千
本
釈
迦
堂
に
由
来
す
る

「
六
斉
念
仏
」
（
千
本
六
斉
会
・
無
形
文
化
財
）
を
観

賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
六
斉
念
仏
は
元
々
の

念
仏
踊
り
に
、
笛
等
の
楽
器
を
加
え
て
芸
能
的
に
発
展

し
た
も
の
で
、
寺
社
等
の
宗
教
行
事
の
中
以
外
で
は
余

り
観
賞
す
る
機
会
が
御
座
い
ま
せ
ん
。
滅
多
と
無
い
機

会
で
御
座
い
ま
す
の
で
、
六
斉
念
仏
も
十
分
に
観
賞
し

て
頂
け
れ
ば
考
え
て
い
ま
す
。

記
（
概

略
）

山
名
会
歴
史
講
演
会
並
び
に
総
会

主
題

「
京
の
歴
史
と
山
名
氏
」
（
仮
題
）

期
日

平
成
27
年
11
月
28
日
（
土
）

会
場

池
坊
短
大
「
こ
こ
ろ
ホ
ー
ル
」(

２
０
０
名
収
容)

〒
600-

8491
京
都
市
下
京
区
四
条
室
町
鶏
鉾
町

日
程
（
仮
）

後
日
、
改
め
ま
し
て
「
総
会
ご
案
内
」
を
発
送
致
し
ま

す
が
、
そ
れ
ま
で
、
前
記
を
ご
参
考
に
予
め
日
を
空
け

て
お
い
て
下
さ
い
。

講
演

「
京
都
と
山
名
氏
」

講
師

山
本
義
典
先
生
（
京
都
の
地
理
・
歴
史
研
究
者
）

講
演

「
室
町
文
化
と
山
名
氏
」

講
師

松
本
公
一
先
生
（
池
坊
短
大
教
授
）

清
興

「
六
斉
念
仏
」
千
本
六
斉
会
の
皆
さ
ん

『
第
22
回
山
名
会
総
会
』
の
計
画
決
定

18
時

17
時

16
時

15
時

14
時

13
時

12
時

時
間

会
場
近
隣
で
懇
親
会
を
予
定

閉
演

そ
の
後
、
年
次
総
会

無
形
文
化
財
「
六
斉
念
仏
」
観
賞

討
論
「
室
町
文
化
と
山
名
氏
」

「
京
都
と
山
名
氏
」

-

山
本
義
典
先
生-

「
室
町
文
化
の
歴
史
的
意
義
」

-

松
本
公
一
先
生-

開

場

予

定

池坊短大（京都四条烏丸）正門と「こころホール」（地階）。

約200名収容可能な中ホール。是非、山名会員以外の方にも多くご聴講願い、山名会に興

味を持って頂ければ。

会場へは下記の交通機関が便利です。

＊JR京都→地下鉄烏丸線「四条駅」下車、26番出口より西へ徒歩2分

＊阪急「烏丸駅」より26番出口より西へ徒歩2分



毎
号
、
山
名
会
会
員
内
外
よ
り
好

評
を
得
て
お
り
ま
す
会
誌
「
山
名
」
。

第
七
号
の
発
行
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
会
員
諸
氏
に
は
会
誌

「
山
名
」
へ
の
ご
寄
稿
を
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

寄
稿
テ
ー
マ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
段

限
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
「
山
名
氏
」
・

「
山
名
会
」
に
関
す
る
こ
と
で
ご
自
由
に

文
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

＊
山
名
氏
に
対
す
る
歴
史
考
察
。

＊
各
家
に
語
り
継
が
れ
た
伝
承
。

＊
各
家
の
史
料
写
真
等
。

＊
山
名
会
に
期
待
す
る
こ
と
。

＊
山
名
会
行
事
の
感
想
…
、

気
軽
に
投
稿
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

発
行
は
来
春
予
定
で
す
の
で
、
平

成
28
年
２
月
末
ま
で
に
事
務
局
へ
原

稿
を
お
送
り
下
さ
い
。

尚
、
既
刊
の

＊
「
山
名
」
第
５
号
（
残
数
少
量
）

＊
「
山
名
」
第
６
号
（
残
数
50
冊
程
）

各
号
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務

局
ま
で
。

『
村
岡
山
名
菩
提
寺
』
と
称
し
て

い
ま
す
法
雲
寺
。
し
か
し
実
の
と
こ

ろ
藩
公
菩
提
寺
と
な
る
江
戸
時
代

（
寛
永
19
年
・
１
６
４
２
）
以
前
の

姿
が
ハ
ッ
キ
リ
と
し
せ
ず
、
お
寺
の

創
建
年
代
に
つ
い
て
は
、
そ
の
寛
永

19
年
と
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ

れ
以
前
な
の
か
、
余
り
自
信
を
持
っ

て
ご
説
明
が
出
来
な
い
状
態
で
し
た
。

こ
の
草
創
不
詳
の
中
途
半
端
な
寺

の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
、
前
住
職

（
吉
川
廣
昭
）
が
、
昨
秋
か
ら
一
念

発
起
し
、
旧
来
か
ら
有
る
法
雲
寺
・

郷
土
史
関
係
の
史
料
を
整
理
点
検
し
、

ま
た
、
法
雲
寺
と
同
時
代
に
日
蓮
宗

か
ら
天
台
宗
へ
と
転
宗
さ
せ
ら
れ
た

円
融
寺
様
（
東
京
）
か
ら
新
史
料
の

ご
提
供
を
受
け
て
、
法
雲
寺
草
創
か

ら
現
代
に
至
る
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
確
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
少
し
は

自
信
を
持
っ
て
法
雲
寺
の
歴
史
を
人
々

の
前
で
語
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

同
書
の
中
に
は
、
草
創
時
の
京
都

妙
心
寺
と
の
関
係
、
熱
心
な
法
華
経

信
者
で
あ
っ
た
法
雲
寺
中
興
の
山
名

矩
豊
公
が
日
蓮
宗
か
ら
天
台
宗
へ
と

転
宗
さ
れ
た
経
緯
、
明
治
維
新
の
藩

財
政
清
算
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
今
ま
で
あ
や
ふ
や
で
あ
っ
た
法

雲
寺
の
歴
史
上
の
不
明
点
を
明
確
に

整
理
し
、
ま
た
、
昭
和
後
期
か
ら
ご

縁
が
出
来
た
太
田
垣
泰
明
氏
や
濱
田

義
明
氏
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
、
山

名
会
誕
生
や
山
名
蔵
創
建
に
到
っ
た

思
い
出
等
も
記
し
て
お
り
ま
す
。

尚
、
「
法
雲
寺
縁
起
」
の
刊
行
は

秋
10
月
頃
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
際
は
改
め
ま
し
て
皆
様
に
も
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
是
非
一

度
手
に
と
っ
て
お
読
み
下
さ
い
。
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会
誌
「
山
名
」
七
号
原
稿
募
集

法
雲
寺
縁
起
刊
行
（
予
定
）

編
集
後
記

お
盆
も
過
ぎ
、
や
っ
と
一
息
で
す
。

例
年
で
す
と
夏
前
に
総
会
に
関
す
る
お

知
ら
せ
が
出
来
て
い
た
の
で
す
が
、
諸

般
の
事
情
に
よ
り
今
頃
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

会
報
中
に
あ
る
よ
う
に
第
22
回
総
会

は
『
歴
史
講
演
を
中
心
と
し
た
一
日
の

日
程
』
で
計
画
致
し
ま
し
た
。
願
う
と

こ
ろ
は
「
会
員
内
外
で
、
多
く
の
方
々

に
気
軽
に
ご
参
加
を
…
」
で
す
。

山
名
会
も
再
興
４
年
目
で
す
が
、
将

来
的
な
発
展
を
考
え
れ
ば
こ
の
辺
り
で

一
頑
張
り
し
て
、
開
催
地
域
周
辺
で
多

少
の
話
題
と
な
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

持
ち
、
山
名
会
の
存
在
を
知
っ
て
頂
く

努
力
を
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
報
道

に
よ
っ
て
山
名
会
に
興
味
を
持
た
れ
る

方
も
割
と
多
い
と
思
い
よ
う
で
す
。
）

今
回
は
会
場
・
講
師
先
生
共
に
山
名

年
浩
会
長
の
ご
尽
力
で
最
高
の
ス
テ
ー

ジ
を
ご
準
備
願
え
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
は
２
０
０
席
有
る
と
の
こ
と

で
す
。
役
員
各
位
は
じ
め
会
員
の
皆
様

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
持
ち
の
ご
関
係

や
ご
縁
を
大
い
に
ご
活
用
願
い
ま
し
て
、

第
22
回
総
会
開
催
の
広
報
を
し
て
い
た

だ
き
、
当
日
は
席
が
全
て
埋
ま
り
ま
す

よ
う
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
事
務
局
）


